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A.研究目的 

紀伊半島南部は、神経難病である筋萎縮性側索硬化

症と認知症を伴うパーキンソン症候群の多発地帯で

あることが、以前から知られている。さらに、本地

域にはパーキンソン病に似た運動障害と認知症を特

徴とするパーキンソン認知症複合と呼ばれる疾患も

多く見られる。これまでこれまでに飲み水や食べ 

物などの環境要因に関する調査研究は行われてき 

たが、未だその原因は不明である。さらに、近年 

は発症率の低下が報告されてきた。この変化には主 

に生活関連要因の影響が大きいと推測されるも、こ

その解明に関する検討は、私の知る限り皆無である。

そこで、多発地の栄養摂取状況に関する調査結果に

基づき、栄養摂取状況の変化に加え、多発に関連す

る要因を解明することにある。 

B.研究方法 

栄養摂取状況の変化の検討には紀伊半島のＫ地域と

Ｈ地域にて2003年と2010年に行った栄養調査結果

を用いた。さらに多発に関する危険要因の検討には

2010年に行った栄養調査結果と同年に愛知県で行

った症例対照研究結果を用いた。 

 (倫理面への配慮) 

 研究実施に関しては、愛知県立看護大学倫理委員

会からの承認を得た。本研究は郵送調査にておこっ

たため、回答の返送を持って参加同意とみなした。

住民への郵送を行う際に行政に申請し住民名簿の取

得に関する許可を得た。回答の返送は無記名とした。 

C.研究結果（図表を１～2点添付） 

1. 食品別摂取頻度の年度別比較 

2010年は 2003年に比べ、大豆類、肉類、卵類、

および野菜類の摂取頻度は有意な増加を、穀類のみ

有意な減少を認めた（図 1）。 
 
図１．食品別摂取頻度の年度別比較 

 

 

２.干物の高頻度摂取とＡＬＳ多発との関係 

 H 町にて行った 3 日間の陰膳法の調査にて、参加

した 4名はいずれも 1日 1食以上干物を摂取してい

た。このことから、干物の摂取頻度の高いことがＡ

ＬＳ多発の容疑要因であると推測された。 

 そこで、干物を多く摂取する者の割合は多発地域

であるＫ地域およびＯ町では愛知の対照群に比べ
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顕著に高く、さらに K地域は対照地域のＨ村と比較 

して 4倍高かった（表 1）。 

表 １.  K 町と H村との比較 

要因 オッズ比 

干物の高頻度摂取 

（週３回以上） 
4.0 (2.4-6.6) 

愛知県で行われた症例対照研究でも同様の結果を得

た。また愛知県の結果にて、干物の摂取頻度が増加

ずるほど、ＡＬＳのリスクは上昇していた。 

D.考察 

近年、Ｋ地域におけるＡＬＳの発症率は減少傾向に

あるが、その理由については明らかでない。 

そこで、栄養面から検討を行った結果、穀類のみ有

意に減少し、大豆類、肉類、卵類など、および野菜

類の摂取頻度は有意な増加を認めた。このことは、

食事内容の西洋化が推測された。穀類の減少が高糖

質摂取によるフリーラジカルの生成や superoxide

や nitric oxide (NO-)の過剰産生の抑制に、肉類、

卵類の増加が神経髄鞘の保護作用の増強、神経成長

因子の効果を高め、神経障害の修復と再生の促進に、

野菜類の増加が酸化ストレスに対する防御機能の向

上がＡＬＳの発症頻度の減少に寄与した可能性が推

測された。 

 上記の検討からＡＬＳ発症頻度の減少に食事内容 

の西洋化が寄与した可能性が推測されたが、今後さ 

らにＡＬＳ発症予防を行うためには、その危険要因 

を探索する必要性が考えられた。そこで、Ｈ町の陰 

膳調査から干物がその容疑要因であることが認めら 

れた。そこで、干物の高頻度摂取とＡＬＳ多発との 

関連を検討した結果、干物の高頻度摂取とＡＬＳ多 

発の間に有意な関連が認められ、しかも頻度が増加 

するほどそのリスクは有意に上昇していた。このこ 

とは干物に含まれる過酸化物が酸化ストレスとなり、 

神経障害を促進させるとの報告がある。また、この 

地域はかつて巡回販売が行われ、奥地では干物を手 

に入れるまで数日かかっていた。干物は、天日乾燥 

時間が長くなるほど過酸化脂質が増加することが報 

告されている。したがって、これらの事実から、  

酸化された干物ＬＳ多発に関与していた可能性が示 

唆された。 

E.結論 

干物の摂取と ALS 発症の因果関係を「判定基準」

に基づき検討した結果、判定基準の 5条件をいずれ

も満たしていたため、干物の摂取と ALS 発症の間に

因果関係が成り立つことが確認された。 

従って、干物がＡＬＳ多発の危険因子であった可

能性が認められた。特に本研究から、酸化の進んだ

干物を頻回に摂取していたことが、ALS のリスクを

増幅させた可能性が示唆された 
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